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◇ ◇ ◇ 教 育 委 員 会 適 正 配 置 推 進 室 だ よ り ◇ ◇ ◇ 

 ～ 審 議 会 中 間 報 告 ～ 

適正配置審議会・学区審議会   

 

 

現在，全ての小学校区にお住まいの市民の代表者が委員となる義務教育施設適正配置審議

会・学区審議会において，当市全体の「子どもたちの教育環境をどうすればいいのか」を，中

立的な立場に立って，適正配置基本計画の再検討をご審議いただいております。 

 教育委員会では，平成 31年度も継続して審議委員の皆

様にご審議いただき，審議会からの答申に基づき，市義務

教育施設適正配置再検討計画を策定する予定です。  

 ○第 1 回審議会の検討内容（開催日：平成 30 年 10 月 23日） 

[検討テーマ１] 本市における望ましい教育環境条件は何か 

[検討テーマ２] 複式学級で学ぶ子どもたちの教育環境について 

  ■本市における望ましい教育環境の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○第 2 回審議会の検討内容（開催日：平成 30 年 11 月 28日） 

[ＰＴＡ意見] ＰＴＡ関係者による適正配置に関する意見発表 

[検討テーマ２] 複式学級で学ぶ子どもたちの教育環境について 

[検討テーマ３] 適正配置の再検討（中学校の適正配置） 

 

 

  

１．教育内容（いじめの未然防止・基礎学力の定着など） 

 

 
２．教育環境（バランスの取れた教職員配置など） 

 

４．通学環境（通学距離・安全性など） 

 

３．学級規模・学校規模（学年・学級の人数など） 

 

望ましい

教育環境

を考える

優先順位 

■教育委員会へ第１次答申が提出されました （提出日：平成 30年 12 月 8 日） 

（答申内容）複式学級の早期解消について 

 子どもたちにとってより良い教育条件・環境づくりを最優先に考え，既に複式学級が

発生している小学校については，教育施設の適正配置の検討とは別に，早急に教育環境

の改善を図っていくことが望ましい。 

 

審議会資料や議事録要旨（審議会

の記録）など，市ホームページで

ご覧いただけます。 



■中学校の適正配置の再検討 3つの視点と 12のパターン 

 １．既存の４中学校の施設規模を前提とした現計画に沿った適正配置の視点 

 ２．既存の４中学校の学区を前提とした現計画に沿った適正配置の視点 

 ３．みらい平地区内の学校用地に新たな中学校を建設する適正配置の視点 

【各視点における中学校適正配置 12パターンの一例】 

 

 ○第 3 回審議会の検討内容（開催日：平成 31 年 1 月 23 日） 

[検討テーマ３] 適正配置の再検討（中学校の適正配置） ※継続審議中 

[検討テーマ４] 適正配置の再検討（小学校の適正配置） ※継続審議中 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○複式学級解消のため小学校の統合を進めます 

 市では，適正配置及び学区審議会の第１次答申を踏まえ，複式学級が発生している「三島小

学校」と「東小学校」の教育環境の改善のため，標準規模校との統合を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

つくばみらい市義務教育施設適正配置に関する問合わせ先 

■つくばみらい市教育委員会

〒 3 0 0 - 2 3 9 5  つ く ば み ら い 市 福 田 1 9 5 番 地 

TEL  FAX  

（既存施設規模の視点） （既存学区の視点） （みらい平に中学校を建設する視点） 

 

 

 

 

■統合対象校 

■複式学級の解消時期（学校統合年度） 

・三島小学校は谷井田小学校と統合し，新しい学校をつくります。 

・東小学校は板橋小学校と統合し，新しい学校をつくります。 

2020年（平成 32年）4月に統合し，複式学級を解消します。 


